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日本医師会認定健康スポーツ医制度

・平成3年（1991年）から開始

・前期・後期 25単位（1500分）

平成30 年7 月末現在認定者数は23,254 名

・有効期間５年間 更新要件（再研修会）5単位

主たる診療科（平成30年7月末）：内科（55.8％）、整形外科

（9.8％）、外科（5.9％）、小児科（0.1％）、産婦人科（2.4％）





すべての医師
診療・保健指導の基盤となる運動・スポーツの知識を保有

（身体活動基準2013、アクティブガイドを理解・活用するレベル）

地域
スポーツ
振興に貢献

スポーツ（広義：身体活動、健康増進、運動療法を含む）と医師とのかかわり
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健康スポーツ医が果たせる役割

• （運動指導者との違い）運動をしたいと思わな
い人に会える⇒健診や診療などの機会に、
個人の状況にあわせて運動についての働き
かけを行う。

• 内科・整形外科等、複数の疾病を持つ人等
のリスク保有者に対するアドバイス

• 自治体保健師や健康運動指導士等との連携
して、運動実践・継続の場につなげていく

• 産業医、学校医として、健康スポーツ医学の
知識を活用した助言



健康スポーツ医学の生かし方（複数回答）

(2011年)
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一般診療の中での生活指
導

地域住民全体の健康増進
や予防

治療法の一部としての軽
症例に対する運動療法

学校の健康管理

健康スポーツを行う人のメ
ディカルチェック

健康スポーツを行う人の健
康管理

企業での健康増進や予防

対象：健康スポーツ医のうち3,231人に郵送調査

回答1,360人(回収率42.1％） 内科52.3％、整形外科16.3％



医療機関内 
リ ハビリ 施設 
（ 保険診療）  

指導者が常駐し ていない 
u 体育館 
u スポーツセンタ ー 

u 公園・ グラ ウンド など 

 
 
 

指導者が常駐し ている 
u 民間運動施設 

u 保健センタ ー 

利用者の健康状態 

情報提供レベル 保健指導レベル 治療レベル 
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利用者の健康状態と危機管理レベルからみた運動環境　（目標のイメージ） 
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